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事例１ 

平成２９年７月、甲宅に当該事業者の営業員Ａが訪問し、「以前、電話でお話ししたことがあり、そ

のとき『仕事頑張ってください』と励まされた。今度仕事のエリアが変わるんで、お礼と挨拶にお伺

いしました。」と言った。甲は記憶になかったので、「私そんなことした覚えはありませんよ。」と言っ

たが、Ａは「今度エリアが変わるのでご挨拶にどうしても伺いたかった。」と言った。 

甲は、Ａが何かを勧めるために来たのだと感じ、「何も買えませんよ。余裕もないですよ。」と言っ

たが、Ａが暑さでひどく汗をかいているのを気の毒に思い、居間に上げた。Ａは挨拶をしただけで、

何の目的で来たのか、仕事の話はしなかった。Ａが実家や前職の話などをしたので、甲は親近感を抱

き、雑談に応じていた。                                          

すると突然、Ａが「金を今買っておくとお得です。銀行貯金よりもお得で、金なんて限りがあるで

しょ。地球を掘っていかなければならないんだから。」と言った。甲は、このとき初めてＡの会社は金

の商売をする会社だと知った。さらに、Ａは「限りある資源だから今買っておくと絶対お得ですよ。

損はしませんから。」と言った。 

 甲が、Ａに「本当にあなたを信じていいの。」と尋ねると、Ａは「大丈夫です。大丈夫です。」と答

え、「まず１００万円分の金を買ってみませんか。お得ですよ。東京オリンピックまで持っているとか

なりな額になります。金自体は何処でもお金に換えられます。」と言って、「私の母も買っているんで

すよ。」と言った。 

 甲は、Ａの言葉を信じ、貯金感覚で１００万円分だけ買いますと言った。甲には金の取引経験はな

く、興味もなかった。独り暮らしで生計は楽ではなく、迷いがあったが、Ａを信じ話に乗った。 

Ａは、契約書などを取り出し、最初に売買契約書に数字を書き入れた。甲はＡから言われるままに

署名押印した。 

甲は、１００万円支払うことになっているのに、Ａが契約書面に８０万円と書いていることに気づ

き、Ａに理由を尋ねた。Ａは、最初だけこういう風になるんだと言い、甲は納得できなかったが、そ

れ以上追究しなかった。契約書には、購入代金○○○万円、手数料○○万円、○○回払いなどと記載

されていたことが後でわかったが、Ａから説明は全くなく、甲はＡから言われたとおり１００万円の

契約だと思っていた。高額な契約で月々の支払いがあるなどと説明されていたら、甲は絶対に契約し

なかった。 

平成２９年８月、甲宅にＡから電話が掛かってきた。Ａは「テレビを見ました。北朝鮮であれがあ

ったんで、すごくこれで金が上がるんです。」と言って、これからお伺いすると言った。 

同日午前中、Ａともう一人の男性が訪ねてきた。 

Ａは「私の上司です。」と男性を紹介し、上司Ｂは「Ａがお世話になりまして。」と言った。 

甲が、二人を居間に上げると、Ｂは名刺を差し出した。Ｂは「もう１００万買っておきませんか。

１００万を１４０万にしてあげますよ。あと１００万買うと９月初めには１４０万にしてお返しする

ことができます。僕を信じて下さい。」と言った。 

甲が「本当ですか、そんなおいしい話って。」と言うと、Ｂは「こういう時期だからこういうことが

できるんです。とにかく少しでも儲けましょう。」と言ったが、甲には理解できなかった。 

甲は、その場では即答せず、考えると言って二人に帰ってもらった。 

甲は、Ｂが儲かると言ったことが気になり、Ａに電話して「本当に１００万が１４０万なんて信じ

られないんだけど。」と言った。Ａが「上司が言っていることは間違いないです。大丈夫、大丈夫、信

用できる人です。」と言ったので、甲が「買うわ。」と言うと、Ａは翌々日に訪問すると言った。 

約束した日にＡが甲宅に来た。すぐに契約の話になり、契約書等を作成した。Ａから説明がないま

ま、前回と同じように言われるままに甲は署名した。甲が１００万円を渡すと、Ｂは受領書を渡した。

後に甲は、詳しい説明を受けていれば契約しなかったのにと思った。 

 



事例２ 

平成２９月１１月、乙宅に男性の声で「Ｃ」と名乗って突然電話が掛かってきた。数年前に声を掛

けて来た営業員で、乙が不動産業者だと思っていた人だった。Ｃは、「近くに来ているからお伺いした

いと思います。」と言った。乙は、断る理由もなかったので、「いいわよ。じゃあいらっしゃいよ。」と

言った。同日午後、乙が庭にいると、Ｃが「お久しぶりです。」と声を掛けてきた。乙は、Ｃを玄関に

入れた。乙は、今お金がなく、年金暮らしなのだという話をしたり、Ｃの世間話や子供の話を聞いた

りした。 

すると突然、Ｃが、「金はどうですか。」、「金が今年の終わり頃上がるから今お買い得ですよ。」と言

った。乙は、金の話をされてびっくりした。 

ここで初めてＣは乙に名刺を渡し、会社名は●●●●だと言った。 

Ｃは「今、金を買うのに絶好の機会で、資産運用に役立ちます。」、「金は８０万円です。」と言った。

さらに、「８０万円くらいなら買っても損はしないから、絶対大丈夫だから、絶対上がるんだから、絶

対儲かる。」と言った。 

乙が「今、金は高いんじゃないの。」と言うと、Ｃは「この間上がったばっかりだから。それで、ま

だ、あがるから。」と言った。さらに、乙が「安くなったら買えるけど、高い時に何も手を出す人はい

ないでしょう。」と言うと、Ｃは「まだ大丈夫、１２月になったら１か月で大分儲かるんだから。」、「中

国や北朝鮮情勢で金が上がるんだよ。」、「こういう情勢の時、間違いなく上がる。買ったら損はしない

から。」と言った。 

乙には金の取引経験はなかったし、年金で生活をしているので、金を買うお金などないと言った。 

Ｃは、「今金を買うのに絶好の機会ですよ。今金はすごく値上がりします。現在金の価格は５千円程

だが値上がりして年内の１か月で６千円になる。千円も上がります。絶対損はしないから。」と言った。

Ｃは、新聞のコピーを見せ、金価格について説明して、「今上がりだしてきているから、１２月には絶

対上がる。まだまだ上がる。」と言った。 

Ｃは、「上がるから買った方がいいですよ。１か月でこんなに上がるので、絶対上がるから信用して

８０万円買って下さい。」とも言った。乙が「１か月でそんなに儲かる訳ないでしょ。」と言うと、Ｃ

は「絶対儲かるから。」と言った。 

乙は、そんなに儲かるならと思って、８０万円で買うと言った。Ｃは、今日お金を払って欲しいと

言ったが、乙は後日銀行で下ろして渡すことにした。Ｃは、契約せずに帰った。 

次の日の午前中、Ｃから乙に電話があり、金の契約をするので印鑑を持って駅前の喫茶店に来て欲

しいと言われた。乙は喫茶店で、Ｃから契約書を書くように言われたが、詳しい説明はなく、氏名な

どを書いて印鑑を押すように言われたので、そのとおりにした。乙は、Ｃから契約書の控を渡される

ものだと思っていたが、渡されなかった。 

 

事例３ 

 平成３０年１月、丙宅に男性が突然訪ねて来た。男性は、「奥さん、久しぶりです。前会った時はふ

さふさしていたのにこんなに禿げました。」と言った。丙の家にセールスマンが来ることはほとんどな

く、その男性の顔を見るのも初めてだった。 

玄関先で立ち話をしていると、男性が昔、丙に世話になったというような話をしてきたが、丙は何

のことだかわからなかった。丙は、普通は訪問時には、会社名や名前、何の目的で来たかくらいのこ

とは言うと思ったが男性は何も言わず、世間話をして帰ってしまった。 

翌日、丙宅に男性二人が来た。一人は昨日来た男性だった。丙が、何をしに来たのだろうと思って

いると、男性は「上司を連れてきました。」と言った。 

二人は、名刺を差し出し、前の日に来たほうの男性は「●●●●のＤです。」と名乗り、上司は「●

●●●のＥです。」と言った。 

そして、Ｄは、書類を書きたいので、机か何かないですかと言った。丙は何が何だか分からないま

ま、何か書く書類があるのだろうと思って、二人をダイニングに通した。 



Ｅは、「金の相場が上がったから今が購入のチャンスです。」と言った。丙は、この時初めて「金」

と言われた。Ｅは、金を○○万円で買うと、それがいくらになると言った。Ｅは、リーフレットを見

せ説明したが、詳しい話ではなく、丙はよくわからなかった。丙には金の取引経験がなかった。 

 Ｅは「金は○○万円です。値上がりした分が手に入る。すごく増えます。短期間で倍になる。」と言

った。さらに、「今買わないと損をします。絶対お得です。」、「今、金はすごくいいから買った方がい

いですよ。今なら○○万円で、何十万の利益があります。倍々くらい儲かります。」などと言って強く

購入を勧めた。 

 丙は、○○万円を払うことで、株のように変動し、その上がった分がもらえるのだと思った。丙は、

少しは儲かるのかなと思い、「買います。」と言ってしまった。手数料についての話はなかったので、

丙は手数料はかからないと思った。ＤやＥから丙が言われたのは、リーフレットに載っているような

積立式ではなく、ただ「○○万円です。」ということだけだった。 

 Ｅがバッグの中から「口座開設申込書」を取り出し、丙はよく分からないまま、Ｅに言われるまま

に書いたが、利益を振り込んでくれるための書類だと思った。 

 Ｅが「今、○○万円はお持ちですか。」と言ったので、丙は手元にあったお金を渡した。 

 Ｅは、残りは明日受け取りに来ると言って、１時間くらいで帰った。契約書は作らず、丙は契約が

どうなっているのかわからないまま、お金を渡してしまい、領収書ももらえなかった。 

 

事例４ 

平成３０年１月、丁宅に電話が掛かってきた。男性の声で、「以前お世話になりました。苦労してい

る時に励まされて、それがすごく心に残っているのです。いつもお世話になっているその係の者です

が、俺今度、横浜に転勤することになったから、挨拶回りしています。」と言われた。 

丁は、励まされたと言われても記憶になかったが、断る理由はないと思い、来訪を承諾した。 

同年２月、男性が二人訪ねて来た。電話を掛けてきた男性は丁が会ったこともない人だった。   

二人から名刺をもらい、丁は電話を掛けてきた男性が「Ｆ」、上司が「Ｇ」であることを知った。こ

の時初めて、会社名は●●●●だと言われた。 

すると突然、Ｇが「金の相場が上がっているから、今、金を購入する絶好の機会です。」、「グラムあ

たり４千９百いくらだから、それがもう明日になれば５千いくらになるから、もう浮いた分だけ儲け

がありますから、今日中に買いませんか。」と言った。 

丁は、Ｇは挨拶に来たはずなのにと、わけがわからなくなり、そのまま金の話を聞いてしまった。

丁は金の取引経験がなく、どのようなものなのかも全くわからなかった。 

Ｇは「もう明日になればいくらいくらになるから、もう必ず儲かるから、絶対儲かるから。」、「早く

しないともうすぐ金の相場が上がっちゃうから。今日４千９百いくら、もう時間の問題で、明日にな

れば５千いくらになる。その差額の分だけ儲けませんか。」と繰り返し強く言ってきた。 

Ｇは、儲けがいくらになるなどと計算をして説明した。丁は、儲けが微々たるものだったら買うと

は言わなかったが、計算した金額を聞いて、「○○○万円くらいだったらしましょう。」と言った。 

Ｇは「今すぐお金を払ってもらえますか。そうじゃないと上がるから。」と言った。丁は「今すぐし

ないと、もうすぐ夕方になれば上がるから。」と急がされ、銀行に行くことになった。ＦとＧが付いて

きて、丁が銀行のＡＴＭでお金を下ろし、Ｇが口座番号などを丁に教え、振込んだ。 

丁は、二人と再び自宅に戻り、金地金売買契約書などを作成した。 

契約書には、購入代金が○○○○万円、手数料が○○○万円、毎月○○万円の○○○回払い、クー

リング・オフできる旨が記載されていたが、Ｇから説明は一切なく、丁は、契約後に詳細を知った。

高額な手数料や、月々の支払いがあるなどと説明されていたら、丁は絶対に契約しなかった。Ｇは、

バッグから契約書を取り出すと、説明せずに、名前や住所を書くようにと丁に言った。口座開設申込

書についても同じだった。丁は言われるままに名前や住所を書き、印を押した。 

丁は、銀行に行って振込ませてから契約書を書くなんておかしいと思った。書類はバタバタと書か

された感じで、考える暇を与えられなかった。 


